
『
希
望
を
求
め
て

大
作
ｔ
４
　
　
　
Ａ
Ｍ
Ｄ
Ａ
3
0
年

　
イ
ン
ド
南
東
の
島
国
、
ス

リ
ラ
ン
カ
。
「
緑
の
楽
園
」

脊
ぱ
れ
昌
、
長
く
深
刻

な
内
戦
に
翻
弄
さ
れ
た
。
同

国
出
身
の
ニ
テ
ィ
ア
ン
・
ビ

上
フ
バ
グ
さ
ん
（
4
5
）
は
、
２

Ｕ
０
７
年
か
ら
国
際
医
療
Ｎ

Ｇ
Ｏ
「
Ａ
Ｍ
Ｄ
Ａ
」
　
（
北
区

併
福
町
３
）
の
職
員
と
し
て

冑
い
て
い
る
。
平
和
を
願
う

優
勢
に
共
鳴
し
た
。
「
内
戦

の
経
験
が
あ
っ
た
か
ら
こ

そ
、
誰
か
を
助
け
た
い
」
と

茫
す
。ゾレ紅

白
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スリランカ出身のニティアンさん

　
　
　
の
町
も
Ｌ
Ｔ
Ｔ
Ｅ
と
敵
対
す

　
　
　
る
政
府
軍
に
攻
撃
さ
れ
た
。

①
　
8
0
年
代
、
ニ
テ
ィ
ア
ン
さ
ん

　
　
　
が
Ｉ
…
…
一
代
の
頃
だ
。

　
　
　
　
殺
り
く
が
日
常
的
だ
っ

　
　
　
た
。
学
校
で
は
、
毎
日
ク
ラ

　
　
「
子
供
の
頃
、
い
つ
も
誰

か
に
助
け
て
ほ
し
か
っ
た
。

で
も
、
誰
も
助
け
に
来
て
く

れ
な
か
っ
た
」
。
ニ
テ
ィ
ア

ン
さ
ん
は
振
り
返
る
。
国
の

北
部
に
住
む
少
数
民
族
・
タ

ミ
ル
人
。
内
戦
で
、
北
部
に

は
武
装
勢
力
「
タ
ミ
ル
・
イ

ー
ラ
ム
解
放
の
ト
ラ
（
Ｌ
Ｔ

Ｔ
Ｅ
）
」
が
台
頭
し
、
故
郷

ス
メ
ー
ト
が
欠
け
て
い
っ

た
。
ど
こ
か
に
連
れ
去
ら
れ
、

二
度
と
戻
っ
て
こ
な
か
っ

た
。
政
府
軍
が
急
襲
し
、
男

性
ば
か
り
屋
外
に
集
め
て
無

差
別
に
殴
る
こ
と
も
あ
っ

た
。
登
校
中
に
市
場
の
真
ん

中
で
爆
撃
に
漕
っ
た
と
き

は
、
訳
も
分
か
ら
な
い
ま
ま
、

け
が
を
し
て
泣
き
叫
ぶ
人
た

ち
を
助
け
出
し
た
。
「
な
ぜ

タ
ミ
ル
人
に
生
ま
れ
て
し
ま

っ
た
ん
だ
ろ
う
」
。
涙
を
流

す
し
か
な
か
っ
た
。

　
ニ
テ
ィ
ア
ン
さ
ん
は
奨
学

金
を
得
て
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア

の
大
学
に
進
学
。
大
手
石
油

会
社
に
勤
務
し
た
後
、
国
連

の
機
関
な
ど
に
務
め
、
母
国

の
支
援
に
か
か
わ
っ
た
。
平

和
構
築
事
業
の
た
め
現
地
入

り
し
た
Ａ
Ｍ
Ｄ
Ａ
と
出
会
っ

た
の
は
0
3
年
。
北
部
の
都
市

・
キ
リ
ノ
ッ
ヂ
で
、
現
地
ス

タ
ッ
フ
と
し
て
Ａ
Ｍ
Ｄ
Ａ
を

迎
え
た
。
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ス
リ
ラ
ン
カ
の
内
戦

　
　
　
　
ヒ
ン
ズ
ー
教
徒
の
多
い
少
数
民
族
・
タ

回

ミ
ル
人
（
北
部
）
と
、
仏
教
徒
主
体
の
多

　
　
　
数
派
・
シ
ン
ハ
ラ
人
（
南
部
）
と
の
対
立

が
１
９
８
０
年
代
か
ら
武
力
衝
突
に
発
展
。
両
者
は

２
０
０
２
年
に
停
戦
し
た
も
の
の
、
0
6
年
ご
ろ
再
燃
。

シ
ン
ハ
ラ
側
を
代
表
す
る
政
府
が
停
戦
合
意
を
破

り
、
0
9
年
、
Ｌ
Ｔ
Ｔ
Ｅ
を
制
圧
し
た
。
死
者
は
７
万

人
以
上
。
日
本
政
府
は
ノ
ル
ウ
ェ
ー
な
ど
と
と
も
に

停
戦
を
呼
び
か
け
、
Ａ
Ｍ
Ｄ
Ａ
は
政
府
代
表
か
ら
の

要
請
を
受
け
、
現
地
入
り
し
た
。
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Ａ
Ｍ
Ｄ
Ａ
の
「
医
療
和
平
　
　
Ａ
Ｍ
Ｄ
Ａ
の
活
動
は
内
戦
。

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
は
、
敵
対
　
の
再
燃
で

0 6
年
に
終
了
し
た

す
る
北
部
、
南
部
、
東
部
の
が
、
ニ
テ
ィ
ア
ン
さ
ん
は
Ａ

３
ヵ
所
に
拠
点
を
置
き
、
平

民
族
同
士
の
相
互
理
解
探
る

３月にマニラであった国際会議で、参加者と

話すニティアンさん。現在はＡＭＤＡ職員と

して海外を飛び回る＝フィリピン・マニうで

等
な
医
療
を
提
供
す
る
こ
と

で
融
和
を
は
か
る
試
み
だ
。

医
療
サ
ー
ビ
ス
が
な
じ
む

と
、
健
康
に
関
す
る
情
報
紙

を
発
行
。
そ
れ
ぞ
れ
の
地
域

の
で
き
ご
と
や
子
供
た
ち
の

メ
ッ
セ
ー
ジ
を
盛
り
込
み
、

少
し
ず
つ
互
い
を
理
解
で
き

る
よ
う
探
っ
た
。
ニ
テ
ィ
ア

ン
さ
ん
に
と
っ
て
、
そ
の
方

法
は
新
鮮
だ
っ
た
。
「
人
と

人
の
心
の
つ
な
が
り
を
大
切

に
す
る
。
こ
ん
な
支
援
団
体

は
初
め
て
だ
」

Ｍ
Ｄ
Ａ
で
働
き
た
い
と
希
望

し
た
。
そ
し
て
今
、
ス
リ
ラ
ー

ン
カ
の
復
興
支
援
を
担
当

す
る
。
メ
イ
ン
は
1
1
年
か
ら

継
続
中
の
「
サ
ッ
カ
ー
交

流
」
。
三
つ
の
地
域
の
子
供

た
ち
が
サ
ッ
カ
ー
を
通
し
て
・

触
れ
合
う
取
り
組
み
だ
。
ニ

地る
域　゜
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テ
ィ
ア
ン
さ
ん
は
こ
う
み
Ｉ

る
。
［
ス
リ
ラ
ン
カ
の
ど
の
］

に
行
っ
て
も
、
人
は
同
‐
.
.
1
‐
1
1
1

じ
。
経
済
、
農
業
…
…
み
ん

な
同
じ
問
題
を
抱
え
て
い
ま

す
。
そ
し
て
、
優
し
い
人
た
Ｉ

ち
な
の
で
す
」

　
　
　
　
◇
　
　
　
　
」

　
Ａ
Ｍ
Ｄ
Ａ
は
今
月
、
設
立
一

3
0
年
を
迎
え
た
。
Ａ
Ｍ
Ｄ
Ａ

の
活
動
や
、
関
わ
る
人
々
を

- - ･

紹
介
す
る
。
【
五
土
皿
朋
子
】

‐
‐
‐
‐
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